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分散型IoTビジネスプラットフォーム

効率的なIoTビジネスの運用を支えるために、
日本ユニシスグループでは、これまでのシステム開発・運用のノウハウを活かした

「分散型IoTビジネスプラットフォーム」をご提供いたします

つながるだけで安心してませんか？
データ量が増えたときどうしますか？
デバイスが本当に稼働していますか？
サイバー攻撃などにさらされていませんか？

日本ユニシスの提供する「分散型IoTビジネスプラットフォーム」では、
【デバイス管理】【セキュリティ】【分散処理（エッジ処理）】機能を備え、
お客様のIoTビジネスをご支援します。
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お問い合わせ

分散型IoTビジネスプラットフォームの機能

分散型IoTビジネスプラットフォーム（以下IoT-BP）のイメージ

「エッジ処理による大量データの効率的な処理の実現」

即時処理に必要なデータ処理やデータの整列、タンキング（データ再送）などの処理を、エッジコンピュータ上で
実施し、クラウドへの通信負荷を軽減。AI補完機能もエッジコンピュータ上で実現可能

「多数のデバイス運用を効率的に管理」

デバイスの構成管理・死活監視の他に、リモート制御機能などの遠隔操作機能を加えることで、デバイスの
状態確認や障害復帰が容易に実現

「デバイス認証・不正デバイス接続監視などIoTセキュリティ管理」

登録デバイスの認証により安全な接続の確保と、不正アクセスや不正接続にも対応できるような監視を実施

2019年10月版

日本ユニシス株式会社
新事業創出部 ＩｏＴビジネスPF推進室

EMAIL：iotbiz_event@ml.unisys.co.jp   

※Microsoft、Azureは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標 または商標です。

学習


